
乳用種去勢牛の肉質向上のための粗飼料を活用した混合飼料給与法

[要約］ 乳用種去勢牛を肥育する場合、 生後７～１１カ月齢の肥育前期に稲わらと全

イキューブを20～25％程度含んだ低エネルギー混合飼料を不断給与することにより 、

出荷時の歩留肉質等級「Ｂ３」の比率が増加する。
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［背景・ねらい］

乳用種去勢牛の肥育では、生産性を向上するため出荷体重が大型化する傾向にあるが、

肥育効率や肉質等に未解決の問題を残している。その中で、県産ブランド牛肉「福岡牛」

は歩留肉質等級「Ｂ３」以上が認定対象となっていることから、特に肉質の改善が必要で

ある。そこで、肥育方法を従来の濃厚飼料多給の増体重視型から肉質重視型へ見直すこと

が急がれている。このため、肥育前期の粗飼料増給による肉質改善効果を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①肥育前期の粗飼料給与割合を25％に高めることにより、出荷時のロース芯面積が大きく

なり、歩留基準値が向上する。また、肉質で重要視される牛脂肪交雑基準（ＢＭＳＮｏ）や

牛肉色基準（ＢＣＳＮｏ）も良好となり、歩留肉質等級「Ｂ３」の比率が増加する（表１）。

②肥育前期の粗飼料割合が20％の場合は、肥育後期における１日当たり増体量や飼料摂取

量、飼料効率等の飼養成績が優れる。このため、乳用種去勢牛を用いた高品質牛肉生産に

は、肥育前期では稲ワラとヘイキューブを20～25％程度含んだ低エネルギー混合飼料とし、

肥育後期には濃厚飼料主体の高エネルギー混合飼料を給与する（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①県産ブランド牛肉「福岡牛」の産地育成に役立てる。

②肥育前期用飼料から肥育後期用飼料への切り替えには、４週間以上かけて馴致する。

③各肥育期に用いた混合飼料中の粗飼料及び湿厚飼料の原物重割合（％）は下記のとおり。

前期用飼料

飼料名 (15％）（20％）（25％）

後期用飼料

（10％）

粗飼料稲わら％７．３１０．２１２．７７．９

〃ヘイキュープ％７．３１０．２１２．７２．０
－ーー一一ーーーーーーーー一一一ｰ‐一一一一‐ー一一－－ーｰ－－ｰーーー一ー一＝ーーーー‐ーーーー＝ー一ー一ーー一一－－ーｰ一一ｰｰー一一一＝ーーーーー一一＝ーーー

濃厚飼料自家配合Ａ:TDN67.5%､DCP9.7％％８５．４７９．６７４．６０．０

自家配合Ｂ:TDN76.7%､DCP7.4％％０．０〃０．００．０９０．１

注）①（）内は粗飼料の割合
０

②自家配合飼料Ａ，Ｂの原料はトウモロコシ、大麦、フスマ。
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料割合

表１枝肉成績（平成４年）

[具体的データ］
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注）①21月齢出荷時の日本食肉格付協会の評価。

②ＢＭＳ恥：牛脂肪交雑基準、ＢＣＳＮｂし：牛肉色基準

表２飼養成綴（平成３～４年）
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飼料効率
一

前期後期全期
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注）①前期（７～11月齢：140日間）、後期（１２～21月齢：２９４日間）
②飼料効率：１kg増体に要したＴＤＮ

③Ａ･B異符号間（P＜0.01）、ａ。b異符号間（P＜0.05）に有意差
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